
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和 6 年 6 月 17 日

静岡県知事

　　鈴木　康友 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

テルモ株式会社 富士宮工場

静岡県富士宮市三園平818

工場長　土橋 聖

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

0544-27-7111

事 業 場 の 名 称 　テルモ株式会社　富士宮工場

事 業 場 の 所 在 地 　静岡県富士宮市三園平818

計 画 期 間 令和6年4月1日　～　令和7年3月31日

① 事 業 の 種 類 医療用機械器具製造業（2741）

② 事 業 の 規 模 工場出荷額：２５０億円／年

③ 従 業 員 数 ７６２名

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙１～３参照

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

令和５

産業廃棄物の種類_

排 出 量_

産業廃棄物の種類_

排 出 量_

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃棄物として処理するものと、有価物として売却できるものを分別
し、廃棄総量の削減に取り組んでいる。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

分別のさらなる徹底を図っていく。

別紙４のとおり

①現状

②計画

①現状

②計画

別紙５のとおり

別紙５のとおり



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

令和５

産業廃棄物の種類_ － －

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －

－

産業廃棄物の種類_ － －

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量 － －

－

令和５

産業廃棄物の種類_ 汚泥 －

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 －

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 3,514 －

自社施設（脱水機）による減量化

産業廃棄物の種類_ 汚泥 －

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 －

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 3,500 －

自社施設（脱水機）による減量化継続
脱水機の安定稼働

①現状

②計画

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

令和５

産業廃棄物の種類_ － －

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －

－

産 業 廃 棄 物 の 種 類 － －

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －

－

令和５

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

①現状

②計画

①現状

別紙６のとおり



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

②計画

別紙６のとおり



[廃プラスチック類]

（主要原材料） （製造工程） （発生産業廃棄物） （処理・処分）

ＰＶＣ 成形加工

ＥＶＡ

ＰＰ

仕上げ
廃プラスチック類

加工

包装材料 工程流動

ＰＥ 業者焼却

ＥＶＯＨ他 燃え殻

製品 リサイクル

出荷

別紙１　製造工程と産業廃棄物の発生・処理フローシート

テルモ株式会社 富士宮工場　

業者再生

プラスチック製品

リサイクル(RPF原料)



[汚泥]

(主要原材料) （発生産業廃棄物）

（製造工程）

（処理・処分）

原 調

料 剤

医

薬

品 分 薬 貯

注 液 調

関 留 整

係 槽

製 排 槽

品 水

曝

気

出 槽

荷

汚 脱

沈 泥 水 汚泥 業者再生

生 汚 澱 貯 処 脱水

活 水 槽 留 理 ケーキ 農業肥料

廃 ピ 槽

水 ッ

ト

最終 放

沈澱槽 流 放流

池

別紙２　製造工程と産業廃棄物の発生・処理フローシート

テルモ株式会社 富士宮工場　

排水処理施設

雨水他処理不要水



[ガラス］

（主要原材料） （処理・処分）
薬液瓶 試験評価で使用 ガラス リサイクル

[廃油・廃液]

試薬 試験評価で使用 廃油・廃液 リサイクル

[木くず］

購入品搬入で使用 木くず リサイクル

[蛍光管]

蛍光管 生産工程で使用 蛍光管 リサイクル

別紙３　製造工程と産業廃棄物の発生・処理フローシート

テルモ株式会社 富士宮工場　

（製造工程） （発生産業廃棄物）

木製パレット

梱包材



テルモ株式会社

　　本社

富士宮工場

施設管理部門 生産部門 技術部門 事務部門 購買部門

保全課長 工程管理課長 各開発技術課長 総務課長 資材課長

生産課長

別紙４　管理体制図

環境安全(EHS)委員会

事務局:環境推進室 EHS専門部会

・事業廃棄物部会

・エネルギー部会

・他

各事業所

産業廃棄物統括責任者

工場長

産業廃棄物管理責任者

保全課長

産業廃棄物処理責任者

保全課長

特別管理産業 情報収集部門

廃棄物管理責任者 本社環境推進室

廃棄物処理施設技術管理者

排水処理施設の脱水機

富士宮工場環境推進委員会



産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 汚泥 ガラスくず 廃油・廃液 木くず 蛍光管

排 出 量 1,873 t 251 t 7 t 159 t 3 t 2 t

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 汚泥 ガラスくず 廃油・廃液 木くず 蛍光管

排 出 量 1,800 t 250 t 6 t 160 t 3 t 2 t

別紙５　廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】　　　　　　

（これまでに実施した取組）

＜廃プラスチック類＞
・樹脂別に分別区分し、有価物化を推進
・委託業者にて固形燃料（RPF）化により再利用

＜汚泥＞
・自社施設（脱水機）による減量化

＜ガラスくず＞
・委託業者にて造粒砂化により再利用

＜廃油・廃液＞
・歩留り率を向上させ、発生量を抑制

【目標】

（今後実施する予定の取組）

＜廃プラスチック類＞
・樹脂別に分別区分し、有価物化推進を継続

＜汚泥＞
・自社施設（脱水機）による減量化継続、安定稼働

＜廃油・廃液＞
・歩留り率を向上させ、発生量抑制を継続

＜蛍光管＞
・照明LED化を推進し、蛍光管必要数削減を図る

①現状

②計画


